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る
質
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に
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一 

国
立
大
学
に
入
学
者
選
抜
に
当
つ
て
は
、
志
願
者
が
非
常
に
多
数
の
場
合
に
は
、
選
考
を
第
一
次
と
第
二
次
に
分
け
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
本
年
も
第
一
次
選
考
を
実
施
し
た
国
公
立
大
学
は
調
査
中
で
は
あ
る
が
、

東
京
で
は
東
京
大
学
、
一
橋
大
学
及
び
東
京
外
国
語
大
学
の
三
校
で
あ
る
。 

第
一
次
選
考
は
、
單
に
進
学
適
性
検
査
の
成
績
だ
け
で
な
く
、
出
身
学
校
の
調
査
書
と
合
わ
せ
て
選
考
す
る
の
で
あ
る

が
、
進
学
適
性
検
査
の
成
績
を
右
の
三
校
の
第
一
次
合
格
者
中
の
最
低
者
に
つ
い
て
昨
年
と
比
較
す
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。
な
お
、
本
年
の
適
性
検
査
の
成
績
は
昨
年
に
比
し
、
全
国
平
均
が
約
八
点
高
く
な
つ
て
い
る
。 

本
年 
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東
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国
語
大
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三 

国
立
大
学
の
入
学
検
定
料
は
、
入
学
者
選
抜
の
手
数
料
と
し
て
定
額(

四
〇
〇
円)  

で
徴
收
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
第 

二 

大
学
の
入
学
者
選
抜
は
、
出
身
学
校
の
調
査
書
と
進
学
適
性
検
査
と
学
力
検
査
の
成
績
と
を
総
合
し
て
決
定
す
る
こ
と

に
な
つ
て
お
り
、
国
立
大
学
に
お
い
て
も
、
施
設
の
許
す
か
ぎ
り
志
願
者
の
全
部
に
対
し
て
学
力
検
査
を
行
う
べ
き
で
あ

る
が
、
最
近
志
願
者
が
激
増
し
た
た
め
、
一
部
の
大
学
で
は
施
設
及
び
人
員
の
関
係
上
ど
う
し
て
も
第
一
次
選
考
を
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
な
つ
た
。
た
だ
こ
の
場
合
に
も
第
一
次
選
考
は
、
志
願
者
が
募
集
人
員
の
五
倍
を
超
え
る
場

合
に
限
り
行
い
得
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

本
年
の
実
情
は
、
い
ず
れ
も
第
一
次
選
考
に
よ
つ
て
募
集
人
員
の
七
倍
以
上
を
と
つ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
大
学

で
は
志
願
者
一
五
、
九
四
一
人
、
募
集
人
員
二
、
○
○
○
人
、
第
一
次
合
格
者
一
四
、
一
七
五
人
で
第
一
次
不
合
格
者
は
一
、
三

一
六
人
で
あ
る
。 

他
方
、
本
年
は
、
昨
年
に
比
し
て
入
学
志
願
者
は
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お
り
、
学
校
当
局
は
第
一
次
採
用
予
定
数
を
発

表
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
受
験
者
が
不
当
に
振
い
落
さ
れ
た
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。 

四 

 



 

五 

一
次
選
考
に
よ
つ
て
不
合
格
者
と
な
つ
た
者
に
対
し
て
も
別
段
減
免
す
る
考
え
は
な
い
。 

四 

入
学
者
選
抜
の
方
法
と
し
て
は
、
真
に
客
観
的
な
標
準
に
よ
つ
て
、
公
平
に
高
等
教
育
に
適
す
る
者
を
選
抜
で
き
る
よ

う
な
方
法
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
従
来
の
学
力
検
査
だ
け
に
よ
る
方
法
は
、
結
果
の

客
観
的
適
格
性
を
期
し
難
い
欠
点
が
あ
つ
た
。
こ
の
欠
陷
を
補
う
た
め
に
心
理
学
者
そ
の
他
の
專
門
家
の
研
究
に
基
い
て

実
施
し
た
の
が
進
学
適
性
検
査
で
あ
り
、
現
在
は
、
試
験
的
に
学
力
検
査
と
併
行
的
に
実
施
し
て
そ
の
成
果
を
研
究
中
で

あ
り
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
意
向
は
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




